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航空交通管理（ATM）領域での
主な研究
軌道ベース運用（TBO）に関する研究
管制支援に関する研究
安全性に関する研究
無人機関連



TBOの推進～効率化につながる
•空域毎に経路を戻さず，全体最適を
考慮した時間調整

•より柔軟な経路設定（UPR）
•システム間のスムーズな連携
•管制負荷の低減の期待
気象情報の予測精度の向上
SWIMの整備，FFｰICEの整備

環境負荷低減



CARATSへの貢献
（管制の高度化による運航方式の改善）

第12回CARATS推進協議会資料3より



空域の抜本的再編

運航情報の共有による飛行計画の調整

時間管理の実現

高度・経路の選択自由度の向上

迂回の少ない飛行ルート

就航率の改善

燃費の良い上昇・降下の実現

地上待機時間の短縮

地上走行の最適化

CARATSへの貢献
（管制の高度化による運航方式の改善）

時間管理 メタリング

洋上フリールート空域拡大

継続降下運航の拡大の為の提案

継続上昇運航の工夫

AMAN高度化

国内フリールート空域検討

DMAN/SMAN高度化

AMAN/DMAN/SMAN
統合運用検討

気象の考慮



国際的な会議への出席
～基準策定、動向調査～

ICAO（国際民間航空機関）
航空交通管理の要件・能力検討パネル
（ATMRPP）
管制間隔・空域安全性パネル（SASP）
監視パネル（SP）
計器飛行方式パネル（IFPP）
遠隔操縦航空機システムパネル（RPAS）
RTCA（米国航空技術諮問機関）
IPACG（日米航空管制調整グループ会議）



航空交通管理領域での研究一覧（R4)
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重：重点研究、指：指定研究、基：基盤的研究
萌：萌芽的研究、競：競争的資金による研究

テーマ名 テーマ名

重 気象要因による運航制約条件を考
慮した軌道調整に関する研究

萌 無人機・有人機の協調的な運用環境
構築に関する研究

重 国際交通流の円滑化に関する研究 競 離陸機の運用最適化に関する研究

重 AMAN/DMAN/SMANの統合運用に
よる空港運用の効率化に関する研
究

競 航空管制官のための意思決定支援シ
ステムに関する研究

指 管制支援機能が管制業務作業量に
及ぼす影響に関する研究

競 深層強化学習と制御の融合による到
着航空交通流のための間隔維持支援
アルゴリズム

指 進入方式等の効率向上に関する研
究

競 不安定進入を対象とした機械学習に
よる要因分析手法の開発

指 時間管理運用における機能間の連
携に着目したアーキテクチャ作成
に関する研究

競 航空輸送業界におけるカーボン
ニュートラル達成のためのデジタル
ツインを活用した航空機の運航改善

基 航空機の降下方式における機上・地
上の機能向上に関する研究

管制
支援

運航
性能

安全性



KPI08の算出
～時間管理運用における機能間の連携に着目したアーキテクチャ作成に関する研究

ターミナル空域におけるAdditional Time（分/機）
• コロナ禍前の2020年3月までは

便数、add time共に微増傾向
• 2020年4月に大きく減少したが、

少しずつ便数が回復するとと
もにadd timeも増加

• 便数はコロナ禍前の5/6程度ま
で回復し、add timeは2/3程
度発生している

• コロナ禍前の2020年3月までは
便数、add time共に増加傾向

• 2020年4月に大きく減少したが、
少しずつ便数は回復

• コロナ禍後のadd timeは夏に
少なく冬に増加する傾向

• 便数はコロナ禍前の4/7程度ま
で回復したが、add timeの発
生は少ない

羽田空港

成田空港



最近の成果(1/2)
～ADS-C CDPの試行運用開始

CDP概念図 IPACG/47 IP/04 より

• ADS-Cを利用した高度変更時の航空機間隔の短縮
• 8年前からシミュレーションによる便益推定を実施し，
IPACGで報告

• CDPの利点
希望高度の実現
（燃料，CO2削減）



最近の成果(2/2)
～研究用データの外部提供

文部科学大臣賞授賞式

• 「航空交通データの収集・整備・提供に尽力」し，
令和3年航空宇宙学会技術賞（基礎技術部門）

• 「航空交通データの提供による我が国の産学官連携
への貢献」で，令和4年度科学技術分野の文部科
学大臣表彰の科学技術賞（科学技術振興部門）
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